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1 ものでもう かれる季節となった O 今夏はいろいろな事情で中部地区での例会は開か

は盛大な例会がもたれ p また西部地区では月 i自の日曜巡検会が始めら

山梨の水晶採集会など県外へも足を延ばすことができた O これらに

れなかったが?

れた O このほか気象

ついて簡単にふれておこう O

第る由開会 8月 108 8 30"'-'17 00 

中学校

東部地区運営委員の尽力で午龍は北伊豆を中心とした野外観察採集会?午後は午前中に採集した

岩石の薄片づくりと顕徴鏡観察をおこなった O 午前の部は高橋豊@伊藤通玄両会員の案内で貸切ノミ

ス 2台に分乗して p 湯ケ島膚群の綜色凝灰岩?これを貫ぬく変朽安山岩の柱状節理〈小室棒石)， 

浜層群iと対比される江ノ浦白色凝灰岩の斜交層理 F 千本浜の海浜繰の観察と採集をおこなしV 午

後は小)11賢之輔副会長， の のもと?暑さも忘れる熱心さで岩石プレパラートの作

を主対象とした例会であったが F 暑い一日を無駄製と顕微鏡観察をおこなった。今回は中・

なく使った

10鹿野外

は水

にお顧し 1した O 一行約 30名は塩山駅からタクシーに分乗して竹森へ向か「た O

こんな所で水品が出るのかと驚くような雑木林の草むらの中へ顔を突っこみ?あるいは山道や沢

の石かげから?電気石入りのもの?あるいは草入りのもの?結晶面の保存良好な美品や群品など?

思い思いに をおこなった O 思ったほど大きなものが きなかったのが?いささか心残りで

あった。

1間見学会 8月 28日 気象庁

新庁舎完成iとより近代化された気象庁を見学したいという からの によって?この

が計画された O 当日午後 l時に気象庁に集まった一行はまず気象庁の組織や業務内符Kついて

の詳しい説明を拝聴し?引き続いτ麗上のレーダー室において p 富士山レーダーの遠隠操作の実際

を眼のあたりに見せていたfごし 1たO 幸い台風が接近していなかったので詳しい解説を聞くことがで

きた O 見学時の富士山レーダーの受信像によれば佐渡~新潟にかけて 1時間降水量iとして 4概程度

の雨が蜂っているとのことであったが F これが羽越豪雨の始まりであろうとは知る由もなかった O

このあと，通報業務の実際，予報業務の実状?電子計算機室などを見学し F 近代化への努力を続け

る気象庁の姿を理解することができた。それにしても集中豪雨がし 1つ?どこで?どの程度の規模で

起こるかを予測できるのは幾年先であろうか。気象災害の大きさを考える時，観測網の充実と観測
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機器の近代化 p 基礎研究の推進花園はさら K思い切った投資をすべきであろう O

部地震日曜巡検会

6月発行予第 9号の静岡県地学会のあゆみ(9)の中H:，日曜巡検会の発足についてお知らせし

たO その後?西部支部では静大農学部の加藤芳朗先生奇中心として?大井川以西の県内の地形?地

を対象として p 毎月第 4日曜日に巡検会を実施している O そのあゆみをここに記し F 多くの理

自

コ

浜松市立蝦域中

浜松市立城北小

している O

45 

加藤芳朗

鈴木昂

新村光

的 三方ヶ原台地の地質 F 貝化石採集

ス 浜松秋葉坂下一蹴塚一小 薮ー 大 人 見 一 古 人 見 一 山 崎

見学内容 浜松市の鴨江附近の台地をつくる浜松累層の鴨江相， 湖附近より西の佐浜相 F

E第 2回 1

内

自 的

コ 一 ス

その上をおおう ケ原磯層を中心H:，地質調査の初歩的なことからその方法 p 浜

松累層の概要，磯層中の擦の種類，斜交層理とその分和?務部変化と段丘について

などの観察や説明が行なわれ p 浜名湖畔の洪積層の貝化石の採集を行なった O 留の

い巡検会であった O

7月 30日 参加者 34名

方日 部

i中 老)11寿太郎

-:;rンガン鉱 F 欧穴 F 光明 の採集と観察

大前市橋山一 木一安蔵一 一上島一佐久

相津

見学内容 横山の西方の竜山帯の結品片岩 p その中iζ約 10れのiちをもって露出する大白木の

珪石脈?そ ζ で大きさ数仰の水品を採集した人もあった O 大井平附近の歌穴の観察?

自

コ

〔第 3田 Z

内

的

ス

内容

のマンガン鉱床 p 重輪廻地形 F 赤芯裂線とそれに添うケルンコル地形の観察

と暑い憂の一日をかなりきつい

浜

8月 24日

?はんれし

ケ日一奥平山

28 

カ2

奥平山の石灰岩は二俣以西lζ見られる

りF 一行はその中より数錦のフズリナ
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巡検が行なわれた。

ケ日原人発掘跡の見学

宇利rlキ ー 只 木

の中lと点在する石灰岩の一つであ

化石の採集に成功した。宇利峠附近



よち iま F かんら 年 10月22呂~

グ=ヶ
/1 

iこ

与を見学した O

の の とノレートマップの作ち

f麦?掛)11地域の地質の概要と掛JlI について

の説明を開いて非常に露出のよい掛]11市の西南の下俣から正法寺まで約 2Kmのノレ

トマップを作りとfがらの土方泥層 F 曾我累層の細かい観察を行なし¥化石在採集し

たO 天候には恵まれたがあいにく秋分の日であったため?参加者の少ないのが残念

であった。しかし非常に熱心な参加者のためか質の高い実習と観察が行なわれた。

(司躍巡検会の項:K.M) 
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11 ト 1X 放射壌変成物 放射壊変成物 11 7 14， 15 l く静大放射化学研究所〉

4 下 14 | 風化生成物
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